
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

芦
屋
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
や
郷
土
料
理
な

ど
を
中
心
と
し
た
調
理

実
習
を
行
い
ま
す
。年
齢
、

性
別
関
係
な
く
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
し
た
健
康
な
食
生
活
と
一
緒
に
、
芦

屋
の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�
と
き　

11
月
14
日
木
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
（
９
時
15
分
か
ら
受

け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
調
理
室

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

11
月
７
日
木
ま
で
に
健
康

づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
３
）
へ

受
動
喫
煙
防
止
対
策
説
明
会　

　

平
成
30
年
７
月
に
健
康
増
進
法
が
改

正
さ
れ
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
事

業
所
（
会
社
）
や
工
場
、ホ
テ
ル
、旅
館
、

飲
食
店
な
ど
２
人
以
上
の
利
用
者
が
い

る
施
設
は
全
て
「
原
則
屋
内
禁
煙
」
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
福
岡
県
で
は
、

改
正
健
康
増
進
法
の
概
要
と
対
策
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽�

と
き　

12
月
４
日
水
・【
１
回
目
】
午

前
10
時
30
分
～
正
午
、【
２
回
目
】
午

後
２
時
～
３
時
30
分

※
１
回
目
と
２
回
目
は
同
じ
内
容
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
（
宗
像
市
久
原
）

※�

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
以
外
で
も
行
わ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

内
容　

改
正
健
康
増
進
法
の
概
要
、

受
動
喫
煙
対
策
、
施
設
整
備
の
留
意

点
・
助
成
金
制
度
説
明

▽�

対
象　

福
岡
県
内
（
北
九
州
市
・
福

岡
市
・
久
留
米
市
を
除
く
）
の
事
業
所

（
会
社
）、
工
場
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
飲

食
店
な
ど
の
管
理
者
・
経
営
者
な
ど

▽�

参
加
費　

無
料

▽�

申
し
込
み　

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
福
岡
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
〈
０

９
２
〉
６
４
３
局

３
２
７
１
（
様
式

は
任
意
）で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
先

着
順
）。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
保
健
医
療
介

護
部
健
康
増
進
課
保
健
事
業
係
（
受

動
喫
煙
対
策
担
当
）（
☎
〈
０
９
２
〉

６
４
３
局
３
２
７
０
）
平
日
・
午
前

９
時
～
午
後
５
時

社
会
福
祉
大
会

　

社
会
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
参
加
を
得

る
た
め
社
会
福
祉
大
会
を
行
い
ま
す
。

▽��

と
き　

11
月
16
日
土
・
午
前
10
時
～

11
時
45
分

▽�

と
こ
ろ　

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽�

内
容　

①
【
表
彰
】
福
祉
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
表
彰　

②
【
講

演
】
脳
卒
中
の
お
話
【
講
師
】
波
多

野
武
人
さ
ん
（
小
倉
記
念
病
院
脳
卒

中
セ
ン
タ
ー
長　

脳
神
経
外
科
主
任

部
長
）　

③
【
物
品
販
売
】
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
み
ど
り
園
」

の
授
産
品
販
売

▽�

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
２
２
局
２
８
６
６
）

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

正
し
い
知
識
と
そ
の
対
応

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
飲
酒
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
病
気
で
、
誰
も
が

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
な
か
な
か
治
療

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
難
し
い
病
気
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は
ど
ん
な
病
気

か
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
い
い
の

か
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

▽�

と
き　

12
月
11
日
水
・
午
後
２
時
～

４
時

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康

・
福
祉
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▽�

と
こ
ろ　

宗
像
総
合
庁
舎
大
会
議
室

（
宗
像
市
東
郷
）

※�
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
な
る
べ
く
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

内
容　
【
講
演
】
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
正
し
い
知
識
と
そ
の
対
応
【
講
師
】

本
村
陽
平
さ
ん
（
八
幡
厚
生
病
院
看

護
主
任
）　
【
自
助
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

体
験
発
表
】

▽�

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

無
料

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
29
日

金
ま
で
に
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課
精
神
保

健
係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
３
６
局
２
４

７
３
）
へ

風
し
ん
に
対
す
る
追
加
対
策

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
54
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
今
ま

で
に
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
機
会

が
な
く
、
抗
体
保
有
率
も
低
い
こ
と
か

ら
、
令
和
３
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
抗

体
検
査
と
定
期
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

①
風
し
ん
抗
体
検
査（
無
料
）を
受
け
る
。

②�

抗
体
価
が
低
い
人
に
定
期
接
種
と
し

て
風
し
ん
予
防
接
種（
無
料
）を
行
う
。

※�

風
し
ん
予
防
接
種
に
は
、
抗
体
検
査
の

結
果
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
受
け
る
に

は
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
、
今
年
度
は
、

対
象
者
の
う
ち
昭
和
47
年
４
月
２
日
～

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
に
、
５

月
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

★
注
意　

今
年
度
発
行
の
ク
ー
ポ
ン
券

の
有
効
期
限
は
令
和
２
年
３
月
31
日
火

で
す
。
期
限
内
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
47
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
性
に
は
、
令
和
３
年

度
ま
で
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
す
る

予
定
で
す
。
た
だ
し
、
希
望
者
に
は
、

随
時
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
の

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

「
認
知
症
介
護
者
の
集
い
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
の
介
護
は
戸
惑
い
が
多

く
、
同
じ
経
験
を
持
つ
皆
さ
ん
が
集
ま

り
よ
り
よ
い
介
護
が
で
き
る
よ
う
に「
認

知
症
介
護
者
の
集
い
」
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
28
日
木
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
会
議
室

▽�

対
象　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
人
や
経
験
者

▽�

内
容　

座
談
会
を
中
心
と
し
た
情
報

交
換
・
知
識
の
習
得

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

10
人

▽�

申
し
込
み　

11
月
21
日
木
ま
で
に
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３

６
）
へ

※�

筆
記
用
具
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

※�

今
後
の
開
催
予
定
は
令
和
２
年
２
月
で
す
。

芦
屋
町
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー

助
成
金
の
交
付
を
行
い
ま
す

　

骨
髄
な
ど
の
移
植
と
ド
ナ
ー
登
録
の

推
進
を
行
う
た
め
、
骨
髄
と
末
ま
っ
し
ょ
う梢
血
幹

細
胞
の
提
供
を
行
っ
た
人
に
対
し
、
骨

髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
金
の
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▽�

対
象　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
ド
ナ
ー

登
録
を
行
い
、
骨
髄
な
ど
の
提
供
を

行
っ
た
町
民
で
、
骨
髄
な
ど
の
提
供
に

係
る
同
種
同
類
の
助
成
金
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
人
、
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を

設
け
て
い
る
企
業
ま
た
は
団
体
に
属

さ
な
い
人
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

人
、
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
が
な

い
人
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
人

▽�

助
成
内
容　

骨
髄
な
ど
の
提
供
の
た

め
の
通
院
、
入
院
ま
た
は
面
談
の
日

数
に
２
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、

１
回
の
提
供
に
つ
き
14
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

▽�
交
付
申
請　

①
芦
屋
町
骨
髄
等
移
植
ド

ナ
ー
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
②

骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
し
た
骨
髄
等
の
提

供
が
完
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
③

骨
髄
な
ど
の
提
供
に
係
る
通
院
、
入
院

ま
た
は
面
談
し
た
日
を
証
す
る
書
類
な

ど
を
骨
髄
な
ど
の
提
供
が
完
了
し
た
日

か
ら
１
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）・
ド
ナ
ー
登
録

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

日
本
骨
髄

バ
ン
ク
（
☎
〈
０
３
〉
５
２
８
０
局

１
７
８
９
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
康
診
査

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
を
対
象
に
、
健
康
診
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
生
活
習
慣
病

で
治
療
中
の
人
も
健
康
診
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
実
施
医

療
機
関
に
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
受
診
票
は
平
成
31
年
４
月
末
現

在
で
被
保
険
者
の
人
に
は
４
月
下
旬
に
、

ま
た
令
和
元
年
５
月
以
降
に
75
歳
に
な

る
人
に
は
誕
生
月
の
10
日
ご
ろ
に
送
付

し
て
い
ま
す
が
、
紛
失
な
ど
の
場
合
は
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
75
歳
に
な
る
人
は
、

75
歳
の
誕
生
日
以
降
に
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽�

受
診
期
限　

令
和
２
年
３
月
31
日
火

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
受

診
票
、
自
己
負
担
金
５
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
局
３

１
１
１
）
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人
権
生
活
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

●�

11
月
７
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

●�

11
月
21
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
東
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生

活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

●�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

11
月
18
日
月
か
ら
の

１
週
間
を
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
と
し
て
、
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
に
関
す

る
人
権
問
題
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
付
時
間　

11
月
18
日
月
～
22
日

金
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
、

23
日
土
・
24
日
日�

＝
午
前
10
時
～
午

後
５
時

▽�

全
国
共
通
相
談
用
電
話
番
号　

☎〈
０

５
７
０
〉
０
７
０
局
８
１
０

※�

強
化
週
間
以
外
で
も
女
性
の
人
権
に

関
す
る
電
話
相
談
を
、
平
日
の
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
に
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
法
務
局
人
権
擁

護
部
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
３
９
局
４

１
５
１
）

子
育
て
中
の
働
き
た
い
女
性
の

就
職
を
サ
ポ
ー
ト

　

就
職
を
希
望
し
て
い

る
子
育
て
中
の
女
性
な

ど
を
対
象
に
、
居
住
地

に
近
い
場
所
で
就
業
相

談
会
を
行
い
ま
す
。
就
職
を
急
い
で
い
る

人
に
は
、
当
日
会
場
で
就
職
あ
っ
せ
ん
の

面
談
を
行
い
、
早
期
就
職
に
つ
な
が
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　

①
11
月
13
日
水
・

岡
垣
町
東
部
公
民
館
（
岡
垣
町
東
松

原
）、
②
12
月
９
日
月
・
水
巻
町
役
場

（
水
巻
町
頃
末
北
）

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後

３
時

▽
定
員　

各
日
５
人

※
申
込
み
先
着
順
で
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

①
は
11
月
11
日
月
、
②

は
12
月
5
日
木
ま
で
に
福
岡
県
子
育

て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
北
九
州

（
☎
５
３
３
局
６
６
３
７
）
へ

日
曜
労
働
相
談
会

　

福
岡
県
労
働
者
支
援

事
務
所
で
は
、
休
日
の

電
話
や
面
談
に
よ
る
労

働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
職
場
で
生

じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

弁
護
士
と
連
携
し
た
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
10
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
6
時
（
受
け
付
け
は
午
後
5
時

30
分
ま
で
）

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
北
九
州
労
働
者
支

援
事
務
所
（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
北
九
州
労
働

者
支
援
事
務
所
（
☎
９
６
７
局
３
９

４
５
）

司
法
書
士
に
よ
る

全
国
一
斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

過
重
労
働
、残
業
代
未
払
い
、セ
ク
ハ
ラ
・

広
告

広
告

PETがん健診は

で早期発見！がん健診は、PositoronEmissionTomography
（陽電子放 射 断層撮 影）

資料請求
お問い合わせ

①お電話ください ②インターネットにて
0120-66-2503 北九州 PET 検索

PCサイト〒803-0812 北九州市小倉北区室町3-1-2 （代）TEL.093-591-2503

ぜひ、このような方は
PETがん健診をお受けください。

“健康のための道しるべ”“健康のための道しるべ”

●健康状態に不安のある方 
●がん家系の方 
●安心したい方
●がん経験者（再発および転移の確認）
●人間ドックやがん検診を受けていない方

ずっと元気で
いてほしいから

相
談
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パ
ワ
ハ
ラ
、
不
当
解
雇
な
ど
勤
務
先
で

の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

▽�

と
き　

12
月
８
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
５
時

▽�

相
談
電
話
番
号　

☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０

－

０
３
３

－

５
４
４

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
担
当
梶
原
司
☎
３
８
３

局
７
０
９
６
）

第
54
回
遠
賀
・
中
間
地
区
農
業
祭

　

遠
賀
・
中
間
地
区

「
農
業
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。
特
産
品
の
販

売
や
模
擬
競
り
販
売
、

親
子
で
お
に
ぎ
り
体

験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
、
記
念
式
典

終
了
後
に
は
紅
白
も
ち
を
配
布
し
ま
す
。

▽�

と
き　

12
月
１
日
日
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分

※�

植
木
・
苗
木
コ
ー
ナ
ー
は
、
11
月
30

日
土
午
前
９
時
か
ら
展
示
販
売
を
行

い
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
・
中
間
地
区
農

業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
２
８

２
局
３
０
８
９
）

第
12
回
ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア　

　

福
岡
の
各
町
村
の
自
慢
の
特
産
品
・

グ
ル
メ
・
加
工
品
が
大
集
合
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
町
村
の
伝
統
芸
能
な
ど
も
披
露

さ
れ
ま
す
。
町
村
の
魅
力
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

芦
屋
町
は
11
月
10
日
日
の
み
参
加
し

ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
９
日
土
・
午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
、
10
日
日
・
午

前
11
時
～
午
後
４
時

▽�
と
こ
ろ　

県
営
天
神
中
央
公
園
（
福

岡
市
中
央
区
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
町
村
会
総
務

課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
局
１
１

２
１
）

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　

11
月
20
日
水
・

午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
（
正
午
～
午

後
１
時
は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　

役
場
玄
関
前

▽
内
容　

４
０
０
ml
献
血

▽�

対
象　

男
性
は
17
～
69
歳
、
女
性
は
18

～
69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。
た

だ
し
、
65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
～
64
歳

に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
み

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
付

時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

献
血
し
た
人
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

定
年
か
ら
は
じ
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ミ
ナ
ー

　

認
知
症
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

し
て
「
今
日
か
ら
で
き
る
・
ひ
と
り
で

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

12
月
11
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時
45
分

▽�

と
こ
ろ　

八
幡
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
（
八
幡
西
区
黒
崎
）

▽�

内
容　
【
第
１
部
】
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座　
【
第
２
部
】
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
は
じ
め
方
、
認
知
症
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介
な
ど

▽�

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

▽�
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽�
参
加
費　

無
料

▽�

申
し
込
み　

11
月
12
日
火
か
ら
福
岡

県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
福
岡
オ
フ

ィ
ス
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
３
２
局
２
５

１
２
）
へ

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://70-f.net

新入園児募集令和２年度 伝統ある幼稚園で
質の高い幼児教育を

学校法人愛生学園
愛生幼稚園
西浜町４－ 19
☎ 223 － 0358

学校法人芦屋学園
認定こども園

芦屋中央幼稚園
高浜町１－７
☎ 222 － 0327

お問い合わせは各園まで

広
告

広
告

２園共通

入園願書受付

  11 月１日金から
ひよこクラブ  11 月 14 日木 こひつじクラブ  11 月 21 日木

お
し
ら
せ

広報あしや　2019.11.1㉕



年
末
調
整
説
明
会

　

若
松
税
務
署
で
は
、
事
業
者
を
対
象
に
、

年
末
調
整
や
法
定
調
書
の
記
載
方
法
の
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
年
末
調
整
関
係
書
類

は
、
説
明
会
前
に
事
業
者
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
説
明
会
の
終
了
後
に
、
10
月

１
日
か
ら
、
消
費
税
率
引
上
げ
に
合
わ
せ

て
実
施
さ
れ
た
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の

説
明
な
ど
も
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
14
日
木
午
後
１
時
30
分

か
ら

▽�

と
こ
ろ　

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
（
岡

垣
町
野
間
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

若
松
税
務
署　

法
人

課
税
第
一
部
門
（
☎
７
６
１
局
２
６

９
４
）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
を
展
示
し
ま
す

　

町
内
小
中
学
校
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
１
３

４
人
、
標
語
１
１
８
人
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
応
募
が
あ
っ
た
作
品
全
て
を
展
示

し
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
18
日
月
～
29
日
金

※
土
日
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
住
民
係
内
☎
２
２
３
局
３
５
３
１
）

お
め
で
と
う

二
十
歳
の
祭
典
～
成
人
式
～

▽�

と
き　

令
和
２
年

１
月
12
日
日
・
午

後
３
時
か
ら
式
典

（
午
後
２
時
か
ら
受

け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽��

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
、
平
成

11
年
４
月
２
日
～
12
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人

※�
対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
発
送
し
て

い
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
で
出
欠
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際
に

は
記
念
品
（
書
籍
）
の
希
望
番
号
を

記
入
の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
案
内
状
の
封
筒
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

学
校
や
仕
事
の
都
合
で
町
外
に
住
ん

で
い
る
人
で
も
、
町
内
の
小
・
中
学

校
に
在
籍
し
て
い
た
人
は
参
加
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
11
月
20
日

水
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽���

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
６
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
ス
ス
メ

～
堆
肥
化
診
断
・
活
用
講
座
～

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用
し
た
こ

と
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
堆
肥
診
断
・
活

用
講
座
を
行
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

や
悩
み
を
解
消
す
る
ほ
か
、
講
師
が
堆
肥

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
８
日
金
・
午
後
６
時
30

分
～
８
時

▽
と
こ
ろ　

水
巻
町
中
央
公
民
館

▽�

準
備
す
る
も
の　

作
成
中
の
ダ
ン
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
堆
肥
（
一
握
り

分
の
堆
肥
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
）

▽�

対
象　

遠
賀
郡
・
中
間
市
地
域
在
住

の
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

30
人

▽�

申
し
込
み　

11
月
５
日
火
ま
で
に
福
岡

県
広
域
地
域
振
興
課
（
☎
〈
０
９
２
〉

６
４
３
局
３
２
１
０
）

※�

フ
ァ
ク
ス
（〈
０
９
２
〉
６
４
３
局
３
１

６
４
）
で
申
し
込
む
場
合
は
、
参
加
者

の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、「
11
月
8

日
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
利
用
講
座

参
加
希
望
」
と
明
示
し
て
下
さ
い
。

住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

旧
姓
（
旧
氏
）
を
併
記
で
き
ま
す

　

11
月
５
日
火
か
ら
、

住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
、
印
鑑
証
明

書
に
旧
姓
（
旧
氏
）
を

併
記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
旧
姓
を

併
記
す
る
た
め
に
は
、
旧
姓
が
記
載
さ

れ
た
戸
籍
謄
本
な
ど
と
一
緒
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
窓
口
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
住
民
係
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
請
時
に
必
要
な
も
の　

◦�

戸
籍
謄
本
等
旧
姓
（
旧
氏
）
の
記
載

が
さ
れ
て
い
る
戸
籍
か
ら
、
現
在
の

姓
（
氏
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍

に
い
た
る
全
て
の
戸
籍
が
必
要
で
す
。

◦�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

住
民
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
１
）

粟
屋
区
の
備
品
が
充
実
し
ま
し
た

　

粟
屋
区
で
は
、
令
和

元
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
を
受
け
、
自
治

区
活
動
の
拠
点
と
な

っ
て
い
る
公
民
館
の
備

品
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ

ビ
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集

会
施
設
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り

と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て

助
成
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

粟
屋
区
長
の
石
川
智
雄
さ
ん
は
「
備

品
が
充
実
す
る
こ
と
で
イ
ベ
ン
ト
や
公

民
館
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
り
、
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
行
事
や
交
流

お
し
ら
せ
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活
動
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

▽�
問
い
合
わ
せ　

企
画
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
０
）

全
国
指
名
手
配
被
疑
者
の
捜
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

指
名
手
配
被
疑
者
は
、
住
む
場
所
や
姿

形
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
も
な
お
逃
走
を

続
け
潜
伏
し
て
い
ま
す
。
早
期
逮
捕
に
は

警
察
に
よ
る
日
頃
の
捜
査
活
動
に
加
え
、

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
。「
あ
の
ポ
ス
タ
ー
の
犯

人
に
似
て
い
る
人
が
い
た
」
な
ど
、
わ
ず

か
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
情
報
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

折
尾
警
察
署
（
☎
６

９
１
局
０
１
１
０
）

遠
賀
郡
消
防
本
部
よ
り

火
災
予
防
の
お
し
ら
せ

【
着
衣
へ
の
着
火
に
注
意
】

　

着
て
い
る
服
に
火
が
つ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
主
な
原
因
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や

た
き
火
、ロ
ー
ソ
ク
に
よ
る
着
火
が
多
く
、

火
傷
を
負
う
可
能
性
が
高
く
大
変
危
険

で
す
。
料
理
の
際
に
は
防
炎
加
工
さ
れ
た

エ
プ
ロ
ン
を
着
用
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か

ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
使
用
上
の
注
意
】

　

ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
が
電
気
ス
ト
ー
ブ
を

押
し
て
動
か
し
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
る

火
災
が
起
き
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除

機
を
使
用
す
る
際
に
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
電

源
コ
ー
ド
を
抜
く
な
ど
し
て
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

【
ガ
ソ
リ
ン
購
入
時
の
注
意
】

　

ガ
ソ
リ
ン
購
入
の
際
は
、
消
防
法
令
に

適
合
し
た
容
器
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
安
全
対
策
の
た
め
、
購
入
者
に
対

す
る
身
分
証
の
確
認
や
ガ
ソ
リ
ン
の
使
用

目
的
を
質
問
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
郡
消
防
本
部（
☎

２
９
３
局
８
１
２
４
）

ご
み
の
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

芦
屋
町
の
環
境
を
少
し
で
も
良
く
す

る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
不

法
投
棄
の
撲
滅
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
不
法
投
棄
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
向
上
と

協
力
で
不
法
投
棄
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
】

　

不
法
投
棄
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
法

律
で
「
何
人
も
、
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨

て
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
不
法
投
棄
を
す
れ
ば
、
５
年
以
下
の

懲
役
、も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
連
絡
を
】

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
芦

屋
町
役
場
環
境
住
宅
課
も
し
く
は
最
寄

り
の
警
察
署
・
交
番
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
８
）

令
和
２
年
度
福
岡
県
農
業
大
学
校

養
成
科
学
生
募
集

▽�

募
集
コ
ー
ス　

養
成
科（
野
菜
、花
き
、

果
樹
、
水
田
経
営
、
畜
産
、
総
合
）

▽
定
員　

50
人

【
一
般
入
学
試
験
Ａ
日
程
】

◦�

願
書
受
付　

11
月
８
日
金
～
11
月

22
日
金

◦�

試
験
日　

12
月
６
日
金

【
一
般
入
学
試
験
Ｂ
日
程
】

※
募
集
定
員
に
達
し
な
い
場
合
の
み

◦�

願
書
受
付　

令
和
２
年
２
月
12
日

水
～
２
月
26
日
水

◦�

試
験
日　

３
月
12
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
農
業
大
学
校

教
務
部
（
☎
〈
０
９
２
〉
９
２
５
局

９
１
２
９
）

　令和元年「台風19号災害」に伴う
　義援金を受け付けます
　
　令和元年 10月に発生した台風 19号により甚大な被害を受
けられました皆さんに対し、心よりお見舞い申し上げますと
ともに、一刻も早い復旧復興を願っております。

▽ �募金場所　役場１階総合案内・２階総務課、総合体育館、
芦屋町図書館、芦屋東公民館、山鹿公民館、町民会館、芦
屋釜の里、芦屋歴史の里

▽受付期間　令和２年１月中旬まで
※募金の状況により延長する可能性があります。

▽ �預り証の発行　預り証が必要な人は、募金をする前に役場
２階の総務課窓口へ申し出てください。
　�　なお、預り証は税法上の優遇措置を受ける際に必要にな
りますので、大切に保管してください。
※�お寄せいただいた義援金は、受付終了後に日本赤十字社を
通じて被災地の支援にあてられます。
※�注意　義援金詐欺に注意してください。不審な電話や訪問
があったときは、迷わず警察署や役場総務課などに問い合
わせてください。

▽問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
特
別
展
作
品
募
集

あ
し
や
ん
ナ
ー
レ
～
障
が
い
者
ア
ー
ト
展
～

▽�

内
容　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
で
は
、

令
和
２
年
１
月
に
開
催
予
定
の
「
あ

し
や
ん
ナ
ー
レ
～
障
が
い
者
ア
ー
ト

展
～
」
で
展
示
す
る
身
体
・
精
神
・

知
的
障
が
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に

よ
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
期
間　

11
月
３
日
日
～
12
月
15

日
日

▽�

申
し
込
み　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
（
中

央
公
民
館
３
階
事
務
室
☎
２
２
２
局

１
６
８
１
）
へ

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
・
月
曜
休
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

お
か
し
の
く
す
玉
～
ピ
ニ
ャ
ー
タ
作
り
～

　

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
海
外
の
誕
生

日
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
人
気
の
、
く
す
玉

と
ス
イ
カ
割
り
を
合
わ
せ
た
遊
び
の
ピ

ニ
ャ
ー
タ
。
紙
や
絵
の
具
で
実
際
に
作

り
、
遊
び
方
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
す
。

▽�

と
き　

11
月
16
日
土
・
午
後
１
時
～

４
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
3
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
あ
し
や

▽
対
象　

５
歳
以
上
の
人

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

▽�

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
３
日
日
～
14
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

西
の
歴
都　

平
戸
探
訪

▽�

と
き　

11
月
24
日
日
・
午
前
７
時
30

分
役
場
玄
関
前
集
合

▽�

見
学
先　

平
戸
市

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽�

定
員　

20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん

▽�

参
加
費　

３
０
０
０
円
（
事
前
研
修

代
含
む
）

▽�

事
前
研
修　

11
月
17
日
日
・
午
前
10

時
～
11
時
（
事
前
研
修
参
加
は
必
須
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
３
日
日
～
10
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋
歴
史
の

里
（
☎
２
２
２
局
２
５
５
５
）
へ

※
５
日
火
は
休
館
で
す
。

芦
屋
東
公
民
館　

小
筆
講
座

　

小
筆
や
筆
ペ
ン
を
使
っ
て
、
年
賀
ハ
ガ

キ
や
祝
儀
袋
な
ど
の
表
書
き
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
30
日
土
・
午
後
１
時
～

３
時

▽
と
こ
ろ　

芦
屋
東
公
民
館
集
会
室

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
通

勤
し
て
い
る
人

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

小
筆
、
筆
ペ
ン

※�

持
っ
て
い
な
い
場
合
は
公
民
館
で
用

意
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

11
月
５
日
火
～
22
日
金
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋
東

公
民
館
（
☎
２
２
２
局
１
９
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座
⑧

初
春
を
彩
る
苔こ

け

玉

　

野
山
に
咲
く
草
花
を

使
っ
て
、
自
分
流
の
苔

玉
を
作
り
ま
す
。
う
ま

く
作
る
コ
ツ
を
樹
木
医

が
て
い
ね
い
に
教
え
ま
す
。
で
き
あ
が
っ

た
苔
玉
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。
初
春
の
玄
関

に
自
作
の
苔
玉
で
彩
り
を
添
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽�

と
き　

12
月
１
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午
（
通
常
と
曜
日
が
異
な
り
ま
す
）

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

▽�
講
師　

吉
岡
学
さ
ん
（
樹
木
医
）

▽�

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
５
日
火
～
17
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民

館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

町
内
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▽�

と
き　

11
月
24
日

日
・
午
前
９
時
～
午

後
３
時
（
８
時
30
分

か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
町
小
体
育
館

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

▽�

参
加
費　

中
学
生
以
下
１
人
３
０
０

円
、
高
校
生
以
上
１
人
５
０
０
円

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

水
分
補
給
の
飲

み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

▽
主
催　

芦
屋
町
体
育
協
会

▽�

申
し
込
み　

11
月
13
日
水
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
局
０

１
８
８
）
へ

町
内
卓
球
大
会

▽�

と
き　

12
月
１
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
5
時

▽�

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

▽�

種
目　

団
体
戦

※�

組
み
合
わ
せ
は
卓
球
協
会
で
行
い
ま
す
。

※
１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

参
加
費　

５
０
０
円
（
１
人
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
10
日
日
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
局
０

１
８
８
）
へ

お
し
ら
せ
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遠
賀
川
物
語
⑦

　

川
艜ひ

ら
た

輸
送
の
盛
衰　

そ
の
二

　

遠
賀
川
を
上
下
す
る
川
艜
は
帆
を

張
っ
て
運
行
も
し
ま
し
た
が
、
堀
川
で
は

櫂か
い

や
水み
さ
お棹
を
操
り
、ま
た
空
船
は
陸
上
か

ら
縄
で
ひ
っ
ぱ
っ
て
遡そ
じ
ょ
う上
し
ま
し
た
。
川

艜
は
各
自
５
～
６
艘そ
う

で
一
組
を
つ
く
り
、

組
主
を
親
方
と
し
て
何
組
何
艘
何
万
斤

と
い
う
ふ
う
に
炭
鉱
主
と
契
約
し
、
他
組

と
競
争
で
石
炭
の
搬
送
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
。
多
い
の
は
、
一
組
14
～
15
艘
か

ら
20
艘
の
も
の
も
あ
り
、
少
な
い
の
は
２

～
３
艘
の
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
た

い
て
い
一
人
乗
り
で
し
た
が
、
船
頭
見
習

い
の
た
め
に
、
15
～
16
歳
の
少
年
を
何
年

間
い
く
ら
と
い
う
契
約
で
船
に
乗
せ
る

こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
片か
た
の
り乗
と
言
い
ま
し

た
。組
内
の

船
に
は
世

帯
船
が
い

て
、食
事
な

ど
は
そ
こ

で
済
ま
せ

ま
し
た
。船

の
中
央
部

に
居
住
区

を
持
つ
屋

根
つ
き
の
舟
で
、
芦
屋
町
中
央
公
民
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
川
艜
は
こ
の
タ
イ
プ

で
す
。
船
頭
は
自
分
で
船
を
も
っ
て
い
る

も
の
も
い
れ
ば
、
船
主
に
雇
わ
れ
る
も
の

も
お
り
、
ま
た
農
業
・
漁
業
の
合
間
に
小

づ
か
い
稼
ぎ
に
船
に
乗
る
も
の
も
い
ま

し
た
が
、
芦
屋
町
の
船
頭
は
ほ
と
ん
ど
が

専
業
で
し
た
。

　

芦
屋
、山
鹿
か
ら
赤
池
（
現
福
智
町
）、

御ご
と
く徳
（
現
小
竹
町
）
な
ど
の
鉱
山
の
石
炭

を
積
み
、そ
れ
を
若
松
港
ま
で
運
ぶ
の
に

通
常
３
～
４
日
は
要
し
た
そ
う
で
す
。堀

川
や
江
川
は
川
幅
が
狭
く
て
船
が
さ
ば

き
き
れ
な
か
っ
た
う
え
に
、灌か
ん
が
い漑
用
の
水

を
と
る
た
め
、堀
川
は
通
船
を
と
め
る
こ

と
が
あ
っ
た
た
め
で
し
た
。若
松
港
へ
の

運
送
を
済
ま
せ
て
帰
る
ま
で
を
一
航
海

と
い
い
ま
し
た
が
、ど
の
組
も
た
い
て
い

月
に
３
～
４
航
海
で
し
た
。

　

芦
屋
村
は
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
６

月
、
町
制
を
布し

き
ま
し
た
が
、
既
に
明
治

初
年
か
ら
筑
豊
炭
田
の
開
発
、石
炭
買
積

商
船
の
来
航
、川
艜
の
往
来
な
ど
で
発
展

し
、
引
き
つ
づ
き
「
芦
屋
千
軒
関
千
軒
」

の
繁
昌
ぶ
り
を
み
せ
ま
し
た
。
遠
賀
郡

中
第
一
の
町
と
さ
れ
ま
し
た
が
、明
治
19

（
１
８
８
６
）
年
１
月
に
は
遠
賀
郡
連
合

町
村
会
で
、「
芦
屋
ハ
郡
中
ノ
都
会
ニ
シ

テ
厨
舗
貸
席
等
ア
リ
テ
生
徒
ノ
学
業
進

歩
ヲ
害
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
往
々
遊
蕩
ニ

流
レ
品
行
ヲ
乱
ル
モ
ノ
ア
ル
カ
故
に
」高

等
小
学
校
の
位
置
は
芦
屋
よ
り
も
吉
田

（
現
水
巻
町
）
に
し
た
ほ
う
が
よ
く
は
な

い
か
、と
い
う
建
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
料
亭
・
遊
郭
な
ど
が

繁
昌
し
て
風ふ
う
ぎ儀
を
乱
す
と
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。芦
屋
の
河
口
は
川
艜
に
よ
っ
て

う
ず
め
ら
れ
、船
づ
た
い
に
ゆ
け
ば
足
を

ぬ
ら
さ
ず
に
向
こ
う
岸
ま
で
渡
れ
る
と

い
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
頃
で
す
。

　

若
松
港
ま
で
の
川
艜
に
よ
る
石
炭
運

賃
は
、
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
12
月
、

６
ト
ン
に
つ
き
直
方
か
ら
２
円
10
銭
、御

徳
か
ら
２
円
45
銭
で
し
た
。こ
の
運
賃
は

年
ご
と
に
高
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、

明
治
24
年
８
月
に
は
、既
に
若
松

－

直
方

間
に
筑
豊
鉄
道
が
開
通
し
、25
年
直
方

－

小
竹
間
、26
年
小
竹

－

飯
塚
間
と
路
線
は

の
び
て
、
勝
野
（
現
小
竹
町
）

－

赤
池

－

金
田
（
現
福
智
町
）

－

目し
ゃ
か
の
お
尾
・
鯰な
ま
ず
た田
・

忠た
だ
く
ま隈
（
３
つ
と
も
現
飯
塚
市
）
な
ど
が
各

炭
鉱
の
送
炭
を
始
め
て
い
ま
し
た
。鉄
道

積
運
賃
は
艜
積
運
賃
に
比
べ
る
と
、里り
て
い程

の
遠
近
に
よ
っ
て
６
ト
ン
（
１
万
斤
）
に

つ
い
て
、
80
銭
か
ら
１
円
60
銭
の
差
が

あ
っ
た
た
め
、艜
送
は
次
第
に
陸
送
に
お

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
八
十
二

▷�

明
治
初
期
の
芦
屋
港

　改修工事に伴い、町民会館を閉館します。工事期間中は利用
できません。また、期間中、ボランティア活動センターは山鹿
公民館に移転します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協
力をお願いします。なお、工事の進捗により閉館期間は変更と
なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

▽閉館期間　令和２年２月１日土～８月下旬まで

▽問い合わせ　社会教育係（☎２２３局３５４６）

町民会館の改修工事に伴う閉館と
ボランティア活動センター移転のおしらせ

芦屋歴史の里
工事のお知らせ

　芦屋歴史の里の空調設備改修工事の
ため、臨時休館します。ご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

▽閉館期間　11月12日火～30日土

▽ �問い合わせ　芦屋歴史の里（☎２２
２局２５５５）
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